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健
康
都
市
実
現
は

　チ
ー
ム
合
志
一
丸
で

来
海

　恵
子 

議
員

ま
ち
の
活
性
化
に
若
者
の

居
場
所
と
出
番
づ
く
り
を
！

濱
口

　正
暁 

議
員

建設中のアンビー熊本

来
海
　
介
護
保
険
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

先
進
地
の
埼
玉
県
和
光
市
、
長
崎
県
佐
々

町
、
山
鹿
市
、
玉
東
町
に
行
っ
て
き
た
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
任
せ
で
な
く
、
策
定
委

員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
、
担
当
者
が
自

分
の
言
葉
で
具
体
的
に
計
画
を
書
い
て
い

る
。
本
市
も
、
第
８
期
計
画
で
具
体
的
な

計
画
書
を
作
っ
て
ほ
し
い
が
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
健
師
だ
け
で
な
く
全

体
で
地
域
に
出
向
い
て
現
場
の
声
を
聞
い

て
、
そ
れ
を
第
８
期
計
画
に
生
か
せ
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

来
海
　
ど
こ
も
包
括
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
保

健
師
が
担
っ
て
い
る
。
先
進
地
は
地
域
に

出
向
い
て
、
し
っ
か
り
と
説
明
会
を
開
き
、

意
見
を
聞
き
、
丁
寧
に
個
別
の
ケ
ア
会
議

を
し
て
、
部
内
で
情
報
交
換
を
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
ぜ
ひ
、

本
市
で
も
保
健
師
を
中
心
に
協
力
し
な
が

ら
、
月
１
回
の
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
週
に
何
回
か
歩

い
て
行
け
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
で
き
る
と
、

ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
て
く
る
の
で
検
討
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
健
康
福
祉
部
で
は
、
今

年
度
情
報
の
共
有
に
努
め
て
お
り
、
モ
デ

ル
的
な
地
区
や
人
を
探
し
て
、
そ
こ
を
突

破
口
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は

あ
る
。
今
年
度
は
、
で
き
る
だ
け
地
域
に

入
る
こ
と
を
目
標
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

来
海
　
第
７
期
計
画
で
、
よ
く
で
き
て
い

る
と
思
っ
た
こ
と
が
１
つ
あ
っ
た
。
そ
れ

は
小
学
校
校
区
ご
と
の
地
域
把
握
に
向
け

た
分
析
結
果
で
あ
る
が
、
高
齢
化
率
、
地 

域
の
ニ
ー
ズ
、
課
題
等
々
の
細
か
い
分
析

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
生
か

し
て
、
地
域
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
ニ
ー

ズ
が
違
う
の
で
、
ま
ず
は
各
校
区
一
カ
所

ず
つ
か
ら
や
ら
れ
て
み
た
ら
と
思
う
。

濱
口
　
地
域
活
動
活
性
化
の
た
め
、
小
中

高
生
の
地
域
行
事
へ
の
企
画
時
点
か
ら
の

参
入
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
拡
大
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

　地
域
へ
の
愛
着
を
持
た

せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
29
年
度
の
調
査
結

果
で
は
小
学
６
年
生
が
60
％
、
中
学
３
年

生
が
28
％
の
参
加
意
思
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
度
小
中
一
貫
教
育
を
始
め
る
の

で
さ
ら
に
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長

　子
ど
も
た
ち
の
社
会
参
画
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
へ
ど
う
か
背
中
を
押
し
て
下
さ
い

と
い
ろ
ん
な
場
で
お
願
い
し
て
い
る
。

濱
口
　
地
域
の
大
学
生
、
あ
る
い
は
大
学

と
の
連
携
協
定
と
の
か
か
わ
り
方
で
進
め

て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

企
画
課
長
　
地
震
の
後
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
大
学
生
等
若
者
層
が
地
域
活

動
や
社
会
貢
献
に
対
し
て
50
％
以
上
の
関

心
を
持
っ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。
仕
組

み
づ
く
り
を
研
究
し
て
み
た
い
。

濱
口
　
高
齢
化
す
る
地
域
活
動
の
中
に
、

若
者
の
居
場
所
と
出
番
を
つ
く
り
新
し
い

力
を
導
入
す
る
工
夫
を
す
べ
き
で
は
。

企
画
課
長
　
若
い
人
た
ち
の
居
場
所
と
出

番
は
非
常
に
大
切
で
、
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

濱
口
　
「
六
つ
の
健
康
」
で
合
志
市
を
元

気
に
と
い
う
中
で
「
自
治
の
健
康
」
「
産

業
の
健
康
」
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ

る
。
地
域
の
熱
意
が
予
算
を
動
か
し
、
地

域
で
や
り
た
い
事
業
に
対
し
て
行
政
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

ま
た
、
産
業
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
企
業

活
動
、
産
業
活
動
に
対
す
る
情
報
の
提
供

と
同
時
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
も
組
み
入

れ
、
雇
用
や
産

業
の
創
出
、
収

益
に
つ
な
が
る

循
環
型
が
で
き

た
ら
い
い
と
思

っ
て
い
る
。

市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
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大
津
・
西
合
志
線
の

　
　
　
　
　
四
車
線
化

青
木

　照
美 

議
員

Ｓ
Ｇ
Ｄ
ｓ

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

松
井
美
津
子 

議
員

大津・西合志線（JT交差点付近）

包括支援センター

青
木
　
県
道
大
津
西
合
志
線
に
つ
い
て
は
、

ま
す
ま
す
渋
滞
が
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
で

あ
る
。
大
津
西
合
志
線
、
あ
る
い
は
国
道

３
８
７
号
線
が
本
市
の
中
心
道
路
で
あ
る
。

こ
の
２
路
線
の
四
車
線
化
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
。

市
長
　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

完
成
す
れ
ば
、
さ
ら
に
渋
滞
が
予
想
さ
れ

る
。
県
道
大
津
西
合
志
線
に
つ
い
て
は
、

ソ
ニ
ー
や
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
を
中
心
と

し
た
工
業
団
地
を
控
え
て
お
り
、
県
や
菊

陽
町
と
も
関
係
が
深
い
。
熊
本
県
を
支
え

て
い
る
経
済
と
し
て
の
循
環
道
路
で
あ
る

た
め
に
、
県
に
も
積
極
的
に
お
願
い
を
し

て
い
る
。

青
木
　
県
道
に
つ
い
て
は
、
御
代
志
の
交

差
点
か
ら
東
側
は
県
有
地
と
農
地
で
あ
り
、

用
地
買
収
は
地
権
者
の
協
力
を
得
や
す
い

と
思
う
が
。

市
長
　
県
道
、国
道
に
つ
い
て
は
通
過
型

の
車
両
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。合
志
市

内
、
地
元
の
車
両
に
よ
る
渋
滞
で
は
な
い
。

通
勤
に
時
間
を
取
ら
れ
る
事
は
熊
本
県
の

経
済
力
が
低
下
す
る
。
用
地
の
先
行
取
得

に
つ
い
て
は
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。私

も
引
き
続
き
気
合
と
迫
力
を
持
っ
て
県
当

局
へ
要
望
を
し
て
い
く
。

青
木
　
中
九
州
横
断
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
平
成
27
年
９
月
に
本
市
を
通

る
ル
ー
ト
に
決
定
し
た
。
昨
年
１１
月
に
環

境
影
響
評
価
方
法
書
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、
今
年
度
中
に
は
詳
細
設
計
が
実
施
さ

れ
た
後
、
ル
ー
ト
決
定
さ
れ
る
。
今
の
と

こ
ろ
、
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

市
長
　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
九
州
自
動
車

道
路
側
か
ら
大
津
ま
で
、
早
期
に
完
成
さ

せ
な
い
と
復
旧
復
興
が
進
ま
な
い
。
そ
こ

で
熊
本
県
知
事
が
優
先
順
位
を
一
位
に
位

置
付
け
た
。

あ
と
は
財

源
の
確
保

が
必
要
で

あ
る
。
地

元
合
志
市

の
用
地
交

渉
に
つ
い

て
は
、
私

も
全
力
を

挙
げ
て
努

力
す
る
。

松
井
　
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
会
食
開

始
の
30
分
と
、
終
了
の
10
分
前
に
自
席
で

料
理
を
楽
し
む
３
０
１
０
運
動
と
、
使
い

切
り
・
食
べ
切
り
・
水
切
り
の
３
キ
リ
運

動
に
つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み
は
。

環
境
衛
生
課
長
　
広
報
誌
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
呼
び
か
け
た
い
。　

市
長
　
３
０
１
０
運
動
に
つ
い
て
は
、
次

の
補
正
予
算
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

松
井
「
読
み
書
き
（
代
読
・
代
筆
）
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
」
な
ど
の
ボ
ー
ド
を
設

置
し
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
読
み
書
き
が
難
し
い
高
齢
者

や
、
障
が
い
者
の
相
談
が
多
い
福
祉
部
門

に
案
内
の
一
つ
と
し
て
内
容
を
検
討
す
る
。

松
井
　
公
明
党
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
制
度
を
知
ら
な

い
声
が
多
い
が
、
市
民
へ
の
分
か
り
や
す

い
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
周
知
は
、
健
康
教
室
、
包
括
通
信

を
配
布
し
て
い
る
が
、
地
域
へ
の
浸
透
が

で
き
て
い
な
い
の
で
周
知
に
努
め
た
い
。

　
　

松
井
　
介
護
保
険
料
を
１
円
で
も
上
げ
な

い
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
地
域
の
問
題
点
、
解

決
の
場
と
し
て
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
充
実

さ
せ
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
努
め
介
護
事
業

予
防
に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

松
井
　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
た
め
小
、

中
学
校
へ
看
護
師
の
配
置
の
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長
　
看
護
師
資
格
を
持
つ
補

助
員
を
配
置
し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

介
護
予
防
に
つ
い
て

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

合志市議会だより
1250

合志市議会だより
13 50




